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【手続補正書】
【提出日】平成25年8月26日(2013.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　融点が１００℃以下であり、Ｈａｎｓｅｎで定義され、ｖａｎ　Ｋｒｅｖｅｌｅｎ　ａ
ｎｄ　Ｈｏｆｔｙｚｅｒ法で算出される溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃｏｍ

ｐｏｕｎｄが２～８［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、前記溶解度パラメータδの水素結合力項
δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄが５．５～９．５［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である疎水性の抗生
物活性化合物を、溶剤の不存在下、疎水性の重合性ビニルモノマーで溶解することにより
、疎水性溶液を調製し、その疎水性溶液を水分散させ、前記重合性ビニルモノマーを、油
溶性開始剤の存在下、ラジカル重合して、前記溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，

ｐｏｌｙｍｅｒが５～７［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］であり、前記溶解度パラメータδの水
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素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒが８～１０［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である重合体を生
成することにより得られ、
　前記重合体と前記抗生物活性化合物との均一相からなることを特徴とする、徐放性粒子
。
【請求項２】
　前記重合体の双極子間力項δｐ，ｐｏｌｙｍｅｒから前記抗生物活性化合物の双極子間
力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｐが－１．１～２．７［（Ｊ／ｃｍ３）
１／２］であり、
前記重合体の水素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒから前記抗生物活性化合物の水素結合力
項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｈが、０～４．２［（Ｊ／ｃｍ３）１／２

］であることを特徴とする、請求項１に記載の徐放性粒子。
【請求項３】
　前記抗生物活性化合物の前記重合性ビニルモノマーに対する配合割合が、重量基準で、
０．１１～１．５であることを特徴とする、請求項１または２に記載の徐放性粒子。
【請求項４】
　融点が１００℃以下であり、Ｈａｎｓｅｎで定義され、ｖａｎ　Ｋｒｅｖｅｌｅｎ　ａ
ｎｄ　Ｈｏｆｔｙｚｅｒ法で算出される溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃｏｍ

ｐｏｕｎｄが２～８［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、前記溶解度パラメータδの水素結合力項
δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄが５．５～９．５［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である疎水性の抗生
物活性化合物を、溶剤の不存在下、疎水性の重合性ビニルモノマーで溶解することにより
、疎水性溶液を調製する工程、
　前記疎水性溶液を水分散させる工程、および、
　水分散された前記疎水性溶液の前記重合性ビニルモノマーを、油溶性開始剤の存在下、
ラジカル重合して、前記溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｐｏｌｙｍｅｒが５～
７［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］であり、前記溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｐｏ

ｌｙｍｅｒが８～１０［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である重合体を生成する工程
を備える徐放性粒子の製造方法であり、
　前記徐放性粒子は、前記重合体と前記抗生物活性化合物との均一相からなることを特徴
とする、徐放性粒子の製造方法。
【請求項５】
　前記重合体の双極子間力項δｐ，ｐｏｌｙｍｅｒから前記抗生物活性化合物の双極子間
力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｐが－１．１～２．７［（Ｊ／ｃｍ３）
１／２］であり、
　前記重合体の水素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒから前記抗生物活性化合物の水素結合
力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｈが、０～４．２［（Ｊ／ｃｍ３）１／

２］であることを特徴とする、請求項４に記載の徐放性粒子の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　すなわち、本発明は、
（１）融点が１００℃以下であり、Ｈａｎｓｅｎで定義され、ｖａｎ　Ｋｒｅｖｅｌｅｎ
　ａｎｄ　Ｈｏｆｔｙｚｅｒ法で算出される溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃ

ｏｍｐｏｕｎｄが２～８［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、前記溶解度パラメータδの水素結合
力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄが５．５～９．５［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である疎水性の
抗生物活性化合物を、溶剤の不存在下、疎水性の重合性ビニルモノマーで溶解することに
より、疎水性溶液を調製し、その疎水性溶液を水分散させ、前記重合性ビニルモノマーを
、油溶性開始剤の存在下、ラジカル重合して、前記溶解度パラメータδの双極子間力項δ
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ｐ，ｐｏｌｙｍｅｒが５～７［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］であり、前記溶解度パラメータδ
の水素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒが８～１０［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である重合体
を生成することにより得られることを特徴とする、徐放性粒子、
（２）前記重合体の双極子間力項δｐ，ｐｏｌｙｍｅｒから前記抗生物活性化合物の双極
子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｐが－１．１～２．７［（Ｊ／ｃｍ
３）１／２］であり、前記重合体の水素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒから前記抗生物活
性化合物の水素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｈが、０～４．２［
（Ｊ／ｃｍ３）１／２］であることを特徴とする、前記（１）に記載の徐放性粒子、
（３）前記抗生物活性化合物の前記重合性ビニルモノマーに対する配合割合が、重量基準
で、０．１１～１．５であることを特徴とする、前記（１）または（２）に記載の徐放性
粒子、
（４）融点が１００℃以下であり、Ｈａｎｓｅｎで定義され、ｖａｎ　Ｋｒｅｖｅｌｅｎ
　ａｎｄ　Ｈｏｆｔｙｚｅｒ法で算出される溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃ

ｏｍｐｏｕｎｄが２～８［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、前記溶解度パラメータδの水素結合
力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄが５．５～９．５［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である疎水性の
抗生物活性化合物を、溶剤の不存在下、疎水性の重合性ビニルモノマーで溶解することに
より、疎水性溶液を調製する工程、前記疎水性溶液を水分散させる工程、および、水分散
された前記疎水性溶液の前記重合性ビニルモノマーを、油溶性開始剤の存在下、ラジカル
重合して、前記溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｐｏｌｙｍｅｒが５～７［（Ｊ
／ｃｍ３）１／２］であり、前記溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅ

ｒが８～１０［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である重合体を生成する工程を備えることを特徴
とする、徐放性粒子の製造方法、
（５）前記重合体の双極子間力項δｐ，ｐｏｌｙｍｅｒから前記抗生物活性化合物の双極
子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｐが－１．１～２．７［（Ｊ／ｃｍ
３）１／２］であり、前記重合体の水素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒから前記抗生物活
性化合物の水素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｈが、０～４．２［
（Ｊ／ｃｍ３）１／２］であることを特徴とする、前記（４）に記載の徐放性粒子の製造
方法
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　ピレスロイド系化合物としては、例えば、シロバナムシヨケギクより得られるピレトリ
ン、シネリン、ジャスモリンなどが挙げられ、これらから誘導されるアレスリン、ビフェ
ントリン、アクリナトリン、アルファシペルメトリン、トラロメトリン、シフルトリン（
（ＲＳ）－α－シアノ－４－フルオロ－３－フェノキシベンジル－（１ＲＳ，３ＲＳ）－
（１ＲＳ，３ＲＳ）－３－（２，２－ジクロロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパ
ンカルボキシラート。詳しくは、異性体Ｉ（（１Ｒ－３Ｒ－αＲ）＋（１Ｓ－３Ｓ－αＳ
））［融点：５７℃］、異性体ＩＩ（（１Ｒ－３Ｒ－Ｓ）＋（１Ｓ－３Ｓ－αＲ））［融
点：７４℃］、異性体ＩＩＩ（（１Ｒ－３Ｓ－αＲ）＋（１Ｓ－３Ｒ－αＳ）））［融点
：６６℃］の混合物）、シフェノトリン、プラレトリン、エトフェンプロックス、シラフ
ルオフェン、フェンバレレートなども挙げられる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００６３】
　そして、本発明では、抗生物活性化合物および重合性ビニルモノマーとして、Ｈａｎｓ
ｅｎで定義され、ｖａｎ　Ｋｒｅｖｅｌｅｎ　ａｎｄ　Ｈｏｆｔｙｚｅｒ法で算出される
溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄが２～８［（Ｊ／ｃｍ３）１

／２］であり、溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄが５．５～９
．５［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である抗生物活性化合物と、溶解度パラメータδの双極子
間力項δｐ，ｐｏｌｙｍｅｒが５～７［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］であり、溶解度パラメー
タδの水素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒが８～１０［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である重
合体を生成する重合性ビニルモノマーとの組合せが選択される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　Ｈａｎｓｅｎで定義され、ｖａｎ　Ｋｒｅｖｅｌｅｎ　ａｎｄ　Ｈｏｆｔｙｚｅｒ法で
算出される溶解度パラメータδの双極子間力項δｐおよび水素結合力項δｈは、原子団（
化学結合または置換基などを含む）の種類および数に依存し、具体的には、下記式（１）
および（２）でそれぞれ示される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
【表１】

【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　一方、抗生物活性化合物の双極子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄおよび／または水素結
合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄが上記範囲を超えると、抗生物活性化合物の親水性が過度
に高くなり、抗生物活性化合物が徐放性粒子外へ漏出し易く、抗生物活性化合物を十分に
内包した徐放性粒子の合成が困難となる場合がある。
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４．溶解度パラメータの双極子間力項δｐの差（Δδｐ）および水素結合力項δｈの差（
Δδｈ）
　本発明では、溶解度パラメータδにおいて、重合体の双極子間力項δｐ，ｐｏｌｙｍｅ

ｒから抗生物活性化合物の双極子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｐ（
＝δｐ，ｐｏｌｙｍｅｒ－δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ）は、例えば、－１．１～２．７［（
Ｊ／ｃｍ３）１／２］である。
　また、重合体の水素結合力項δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒから抗生物活性化合物の水素結合力
項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄを差し引いた値Δδｈ（＝δｈ，ｐｏｌｙｍｅｒ－δｈ，ｃｏ

ｍｐｏｕｎｄ）は、例えば、０～４．２［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　分散剤としては、例えば、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリビニルピロリドン、
ゼラチン、アラビアゴム、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース
、カルボキシメチルセルロース、カチオン化澱粉、ポリアクリル酸およびそのナトリウム
塩、スチレンマレイン酸コポリマーおよびそのナトリウム塩などの水溶性ポリマー、例え
ば、第三燐酸カルシウム、コロイダルシリカ、モンモリロナイト、炭酸マグネシウム、水
酸化アルミニウム、亜鉛華などの無機系分散剤などが挙げられる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
［実施例］
　各実施例および各比較例で用いる略号の詳細を次に記載する。
ＩＰＢＣ：商品名「ファンギトロール４００」、３－ヨード－２－プロピニルブチルカル
バメート、分子量２８１、融点：６０℃、水への溶解度：１５０ｐｐｍ、溶解度パラメー
タδの双極子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：３．２３［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、溶解
度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：７．８３［（Ｊ／ｃｍ３）１／

２］、インターナショナル・スペシャリティ・プロダクツ社製
ＯＩＴ：商品名「ケーソン８９３Ｔ」（「ケーソン」は登録商標）、２－ｎ－オクチル－
４－イソチアゾリン－３－オン、分子量２１３、融点：２０℃未満、水への溶解度：３０
０ｐｐｍ、溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：５．４７［（Ｊ
／ｃｍ３）１／２］、溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：５．
８７［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、ローム・アンド・ハース社製
シフルトリン：商品名「プリベントールＨＳ１２」（「プリベントール」は登録商標）、
（ＲＳ）－α－シアノ－４－フルオロ－３－フェノキシベンジル－（１ＲＳ，３ＲＳ）－
（１ＲＳ，３ＲＳ）－３－（２，２－ジクロロビニル）－２，２－ジメチルシクロプロパ
ンカルボキシラート、分子量４３４、水への溶解度：１～２ｐｐｂ、異性体Ｉ（融点５７
℃）と異性体ＩＩ（融点７４℃）と異性体ＩＩＩ（融点６６℃）と異性体ＩＶ（融点１０
２℃）との混合物、溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：３．４
６［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎ

ｄ：６．０９［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、ランクセス社製
プロピコナゾール：１－［２－（２，４－ジクロロフェニル）－４－ｎ－プロピル－１，
３－ジオキソラン－２－イルメチル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、分子量３４２
、融点：２０℃未満、水への溶解度：１１０ｐｐｍ、溶解度パラメータδの双極子間力項
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δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：６．５５［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、溶解度パラメータδの水
素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：９．４４［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、八幸通商社製
プロクロラズ：Ｎ－プロピル－Ｎ－［２－（２，４，６－トリクロロ－フェノキシ）エチ
ル］イミダゾール－１－カルボキサミド、分子量３７５、融点４５～５２℃、水への溶解
度：５５ｐｐｍ、溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：７．０７
［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ

：８．３１［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、丸善薬品社製
フルシラゾール：ビス（４－フルオロフェニル）メチル（１Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－１－イルメチル）シラン、分子量３１５、融点：５４℃、水への溶解度：４５ｐｐｍ
、溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：５．９５［（Ｊ／ｃｍ３

）１／２］、溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：６．８５［（
Ｊ／ｃｍ３）１／２］、エアブラウン社製
ＭＢＡＣＴ：商品名「イルガロール１０７１」（「イルガロール」は登録商標）、２－メ
チルチオ－４－ｔ－ブチルアミノ－６－シクロプロピルアミノ－ｓ－トリアジン、分子量
２５３、融点：１３３℃、水への溶解度：７ｐｐｍ、溶解度パラメータδの双極子間力項
δｐ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：７．１８［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、溶解度パラメータδの水
素結合力項δｈ，ｃｏｍｐｏｕｎｄ：８．７７［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、チバ・スペシ
ャリティ・ケミカルズ社製
カプリン酸：分子量１７２、融点：２９～３２℃、水への溶解度：１．５重量％、溶解度
パラメータδの双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：２．２０［（Ｊ／ｃｍ３

）１／２］、溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：７．
２４［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］
メタクリル酸メチル：商品名「アクリエステルＭ」、水への溶解度：１．６重量％、モノ
マー単位としての溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：
５．９８［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、モノマー単位としての溶解度パラメータδの水素結
合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：９．２５［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、三菱レイ
ヨン社製
メタクリル酸ｎ－ブチル：水への溶解度：０．０８重量％、モノマー単位としての溶解度
パラメータδの双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：３．７６（Ｊ／ｃｍ３）
１／２］、モノマー単位としての溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅ

ｒ　ｕｎｉｔ：７．３３［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、三菱レイヨン社製
アクリル酸メチル：水への溶解度：５．７重量％、モノマー単位としての溶解度パラメー
タδの双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：７．３６［（Ｊ／ｃｍ３）１／２

］、モノマー単位としての溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕ

ｎｉｔ：１０．２５［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、日本触媒社製
アクリル酸エチル：水への溶解度：１．５重量％、モノマー単位としての溶解度パラメー
タδの双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：５．９３［（Ｊ／ｃｍ３）１／２

］、モノマー単位としての溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕ

ｎｉｔ：９．２０［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、日本触媒社製
アクリル酸ｎ－ブチル：水への溶解度：０．２重量％、モノマー単位としての溶解度パラ
メータδの双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：４．２６［（Ｊ／ｃｍ３）１

／２］、モノマー単位としての溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ

　ｕｎｉｔ：７．８１［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、日本触媒社製
メタクリル酸：水への溶解度：８．９重量％、モノマー単位としての溶解度パラメータδ
の双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：７．１３［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、
モノマー単位としての溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉ

ｔ：１３．０３［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、三菱レイヨン製
スチレン：水に不溶、モノマー単位としての溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｍ

ｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：１．２７［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、モノマー単位としての溶
解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：０．００［（Ｊ／ｃ
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ｍ３）１／２］
エチレングリコールジメタクリレート：商品名「ライトエステルＥＧ」、水に不溶、モノ
マー単位としての溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：
５．３７［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、モノマー単位としての溶解度パラメータδの水素結
合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ：１０．４２［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、共栄社化学社製
トリメチロールプロパントリメタクリレート：商品名「ライトエステルＴＭＰ」、水に不
溶、溶解度パラメータδの双極子間力項δｐ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎｉｔ：３．７９［（
Ｊ／ｃｍ３）１／２］、溶解度パラメータδの水素結合力項δｈ，ｍｏｎｏｍｅｒ　ｕｎ

ｉｔ：９．６８［（Ｊ／ｃｍ３）１／２］、共栄社化学社製
ジラウロイルパーオキシド：商品名「パーロイルＬ」（「パーロイル」は登録商標）、日
油社製
ＰＶＡ－２１７：商品名「クラレポバール２１７」、部分鹸化ポリビニルアルコール、ク
ラレ社製
ＴＣＰ－１０Ｕ：商品名、第三燐酸カルシウム（３［Ｃａ３（ＰＯ４）２］・Ｃａ（ＯＨ
）２）の１０重量％水懸濁液、松尾薬品産業社製
ＤＢＮ：商品名「ネオペレックスＮｏ．６パウダー」（「ネオペレックス」は登録商標）
、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、花王社製
ペレックスＳＳ－Ｌ：商品名（「ペレックス」は登録商標）、ドデシルジフェニルエーテ
ルジスルホン酸ナトリウム、花王社製
　　実施例１
　（ＩＰＢＣ含有徐放性粒子を含む懸濁剤の製剤化）
　２００ｍＬのビーカー（１）に、ＩＰＢＣ４０ｇ、メタクリル酸メチル５４ｇ、エチレ
ングリコールジメタクリレート６ｇおよびジラウロイルパーオキシド３００ｍｇを仕込み
、室温で攪拌することにより、均一な疎水性溶液を調製した。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５４】
　なお、徐放性粒子のメジアン径は、レーザー回折散乱式粒子径分布測定装置ＬＡ－９２
０（堀場製作所社製）により測定した。メジアン径の測定は、以下の各実施例および各比
較例についても同様である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６３】
　別途、５００ｍＬのビーカー（２）に、イオン交換水２８０ｇ、ＰＶＡ－２１７の１０
％水溶液２０ｇおよびＤＢＮの５％水溶液２００ｍｇを仕込み、室温で攪拌することによ
り、均一な水溶液を得た。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８６】
　その後、懸濁液を、攪拌器および還流冷却機を装備した５００ｍＬ４頚コルベンに移し
、窒素気流下、攪拌しながら昇温して、懸濁重合を行った。
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【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２８】
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【表３】

【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４２
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０２４２】
　図１～６で例示されるように、実施例１～１６では、いずれも、抗生物活性化合物が徐
放性粒子外に析出することが認められなかった。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４９】
　図１１～１６で例示されるように、実施例１および９～１３では、いずれも、抗生物活
性化合物が徐放性粒子内に含有されていることが認められた。
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